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令和６年３月 15 日 

厚 生 労 働 省 老 健 局  

高齢者支援課、認知症施策・地域介護推進課、老人保健課 

 

貴関係諸団体に速やかに送信いただきますよう

よろしくお願いいたします。 

 

各都道府県介護保険担当課（室） 
各市町村介護保険担当課（室）  御 中 
 

←厚生労働省老健局 高齢者支援課、認知症施策・地域介護推進課、老人保健課 

今回の内容 

「指定居宅サービスに要する費用の額の算定に関する

基準（訪問通所サービス、居宅療養管理指導及び福祉用

具貸与に係る部分）及び指定居宅介護支援に要する費用

の額の算定に関する基準の制定に伴う実施上の留意事

項について」等の一部改正について 

計 849 枚（本紙を除く） 

連絡先 ＴＥＬ：03-5253-1111(内線 3971、3979、3938) 

ＦＡＸ：03-3595-3670 
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⑽ （略） ⑽ （略） 

４ （略） ４ （略） 

十二 特定福祉用具販売 十二 特定福祉用具販売 

１・２（略） １・２（略） 

３ 運営に関する基準 

⑴～⑶（略） 

３ 運営に関する基準 

⑴～⑶（略） 

⑷ 指定特定福祉用具販売の具体的取扱方針及び特定福祉用具販売計画の

作成 

① （略） 

⑷ 指定特定福祉用具販売の具体的取扱方針及び特定福祉用具販売計画の

作成 

① （略） 

② 対象福祉用具に係る指定特定福祉用具販売の提供に当たっては、同

条第２号の規定に基づき、福祉用具貸与又は特定福祉用具販売のいず

れかを利用者が選択できることや、それぞれのメリット及びデメリッ

ト等、利用者の選択に当たって必要な情報を提供しなければならない。 

また、提案に当たっては、利用者の身体状況や生活環境等の変化の

観点から、医師、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、介護支援専門

員、居宅サービス計画の原案に位置づけた指定居宅サービス等の担当

者等から聴取した意見又は、退院・退所時カンファレンス又はサービ

ス担当者会議といった多職種による協議の結果を踏まえた対象福祉用

具の利用期間の見通しを勘案するものとする。 

なお、提案に当たっては、医師、理学療法士、作業療法士、言語聴覚

士からのいずれかの意見を介護支援専門員等と連携するなどの方法に

より聴取するものとするが、利用者の安全の確保や自立を支援する必

要性から遅滞なくサービス提供を行う必要があるなど、やむを得ない

事情がある場合は、この限りではない。 

（新設） 

③ 同条第４号は、指定特定福祉用具販売の提供に当たっての調整、説

明及び使用方法の指導について規定したものであるが、特に、腰掛便

座、自動排泄処理装置の交換可能部品等の使用に際し衛生面から注意

が必要な福祉用具については、衛生管理の必要性等利用に際しての注

意事項を十分説明するものとする。なお、同号の「福祉用具の使用方

法、使用上の留意事項、故障時の対応等を記載した文書」は、当該特定

福祉用具の製造事業者、指定特定福祉用具販売事業者等の作成した取

扱説明書をいうものである。 

② 同条第３号は、指定特定福祉用具販売の提供に当たっての調整、説

明及び使用方法の指導について規定したものであるが、特に、腰掛便

座、自動排泄処理装置の交換可能部品等の使用に際し衛生面から注意

が必要な福祉用具については、衛生管理の必要性等利用に際しての注

意事項を十分説明するものとする。なお、同号の「福祉用具の使用方

法、使用上の留意事項、故障時の対応等を記載した文書」は、当該特定

福祉用具の製造事業者、指定特定福祉用具販売事業者等の作成した取

扱説明書をいうものである。 

④ 同条第８号は、居宅サービス計画に指定特定福祉用具販売が位置づ

けられる場合、主治の医師からの情報伝達及びサービス担当者会議の

③ 同条第４号は、居宅サービス計画に指定特定福祉用具販売が位置づ

けられる場合、主治の医師からの情報伝達及びサービス担当者会議の
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結果を踏まえ、介護支援専門員は、当該計画へ指定特定福祉用具販売

の必要な理由の記載が必要となるため、福祉用具専門相談員は、これ

らのサービス担当者会議等を通じて、福祉用具の適切な選定のための

助言及び情報提供を行う等の必要な措置を講じなければならない。 

結果を踏まえ、介護支援専門員は、当該計画へ指定特定福祉用具販売

の必要な理由の記載が必要となるため、福祉用具専門相談員は、これ

らのサービス担当者会議等を通じて、福祉用具の適切な選定のための

助言及び情報提供を行う等の必要な措置を講じなければならない。 

⑤ 対象福祉用具に係るサービスを提供した福祉用具専門相談員は利用

者等に対し、福祉用具の不具合時の連絡等使用に当たっての要請が行

えるよう連絡先を情報提供するものとする。 

（新設） 

⑥ 特定福祉用具販売計画の作成 

イ～ハ （略） 

ニ 対象福祉用具に係る指定特定福祉用具販売の提供に当たっては、

当該計画の作成後、少なくとも１回、当該計画に記載した目標の達

成状況の確認を行うものとする。なお、目標の達成状況の確認方法

は、訪問に限らず、本人や関係者へのテレビ電話装置等の活用によ

る聴取等も含まれるものとし、テレビ電話装置等の活用に際しては、

個人情報保護委員会・厚生労働省「医療・介護関係事業者における

個人情報の適切な取扱いのためのガイダンス」、厚生労働省「医療情

報システムの安全管理に関するガイドライン」を遵守するものとす

る。 

ホ （略） 

④ 特定福祉用具販売計画の作成 

イ～ハ （略） 

（新設） 

 

 

 

 

 

 

 

 

ニ （略） 

⑦ 同条第６号及び第７号は、当該利用者又は他の利用者等の生命又は

身体を保護するため緊急やむを得ない場合を除き、身体的拘束等を行

う場合にあっても、その態様及び時間、その際の利用者の心身の状況

並びに緊急やむを得ない理由を記録しなければならないこととしたも

のである。 

また、緊急やむを得ない理由については、切迫性、非代替性及び一

時性の３つの要件を満たすことについて、組織等としてこれらの要件

の確認等の手続きを極めて慎重に行うこととし、その具体的な内容に

ついて記録しておくことが必要である。 

なお、居宅基準第 215 条第２項の規定に基づき、当該記録は、２年

間保存しなければならない。 

（新設） 

⑸～⑺ （略） ⑸～⑺ （略） 

⑻ 記録の整備 

居宅基準第 215 条により、整備すべき記録は以下のとおりであること。

なお、居宅基準第 204 条の２第２項の「その完結の日」とは、個々の利

⑻ 記録の整備 

居宅基準第 215 条により、整備すべき記録は以下のとおりであること。

なお、居宅基準第 204 条の２第２項の「その完結の日」とは、個々の利
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用者につき、契約終了（契約の解約・解除、他の施設への入所、利用者の

死亡、利用者の自立等）により一連のサービス提供が終了した日を指す

ものとする。 

① 特定福祉用具販売計画 

② 提供した個々の指定特定福祉用具販売に関する記録 

③ ３の⑷の⑦の身体的拘束等の態様及び時間、その際の利用者の心身

の状況並びに緊急やむを得ない理由の記録 

④ 準用される居宅基準第 26条に係る市町村への通知に係る記録 

⑤ 準用される居宅基準第 36条第２項に係る苦情の内容等の記録 

⑥ 準用される居宅基準第 37 条第２項に係る事故の状況及び事故に際

して採った処置についての記録 

用者につき、契約終了（契約の解約・解除、他の施設への入所、利用者の

死亡、利用者の自立等）により一連のサービス提供が終了した日を指す

ものとする。 

① 特定福祉用具販売計画 

② 提供した個々の指定特定福祉用具販売に関する記録 

（新設） 

 

③ 準用される居宅基準第 26条に係る市町村への通知に係る記録 

④ 準用される居宅基準第 36条第２項に係る苦情の内容等の記録 

⑤ 準用される居宅基準第 37 条第２項に係る事故の状況及び事故に際

して採った処置についての記録 

⑼ （略） ⑼ （略） 

第４ 介護予防サービス 第４ 介護予防サービス 

一・二 （略） 一・二 （略） 

三 介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準 

１ （略） 

三 介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準 

１ （略） 

２ 介護予防訪問看護 

⑴ （略） 

⑵ 指定介護予防訪問看護の具体的取扱方針 

①・② （略） 

２ 介護予防訪問看護 

⑴ （略） 

⑵ 指定介護予防訪問看護の具体的取扱方針 

①・② （略） 

③ 同条第 10 号及び第 11 号は、指定介護予防訪問看護の提供に当たっ

ては、医学の進歩に沿った適切な看護技術をもって対応できるよう、

新しい看護技術の習得等、研鑽を積むことを定めたものである。また、

第９号においては、医学の立場を堅持し、広く一般に認められていな

い看護等については行ってはならないこととしている。 

③ 同条第８号及び第９号は、指定介護予防訪問看護の提供に当たって

は、医学の進歩に沿った適切な看護技術をもって対応できるよう、新

しい看護技術の習得等、研鑽を積むことを定めたものである。また、第

９号においては、医学の立場を堅持し、広く一般に認められていない

看護等については行ってはならないこととしている。 

④ 同条第 12 号から第 15 号は、介護予防訪問看護計画に定める計画期

間終了後の当該計画の実施状況の把握（モニタリング）、当該モニタリ

ングの結果も踏まえた介護予防訪問看護報告書の作成、当該報告書の

内容の担当する介護予防支援事業者への報告及び主治医への定期的な

提出を義務づけたものである。 

看護師等は、介護予防訪問看護報告書に、訪問を行った日、提供し

た看護内容、介護予防訪問看護計画書に定めた目標に照らしたサービ

ス提供結果等を記載する。なお、当該報告書は、訪問の都度記載する

記録とは異なり、主治医に定期的に提出するものをいい、当該報告書

④ 同条第 10 号から第 13 号は、介護予防訪問看護計画に定める計画期

間終了後の当該計画の実施状況の把握（モニタリング）、当該モニタリ

ングの結果も踏まえた介護予防訪問看護報告書の作成、当該報告書の

内容の担当する介護予防支援事業者への報告及び主治医への定期的な

提出を義務づけたものである。 

看護師等は、介護予防訪問看護報告書に、訪問を行った日、提供し

た看護内容、介護予防訪問看護計画書に定めた目標に照らしたサービ

ス提供結果等を記載する。なお、当該報告書は、訪問の都度記載する

記録とは異なり、主治医に定期的に提出するものをいい、当該報告書
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が協議する場を活用するほか、関係者への聴取による方法も考えられ

る。なお、やむを得ない事情により利用開始時から６月以内にモニタ

リングを実施できなかった場合については、実施が可能となった時点

において、可能な限り速やかにモニタリングを実施するものとする。 

 

10 特定介護予防福祉用具販売 

⑴ （略） 

⑵ 指定特定介護予防福祉用具販売の具体的取扱方針 

① （略） 

② 対象福祉用具に係る指定特定介護予防福祉用具販売の提供に当たっ

ては、同条第３号の規定に基づき、福祉用具貸与又は特定福祉用具販

売のいずれかを利用者が選択できることや、それぞれのメリット及び

デメリット等、利用者の選択に当たって必要な情報を提供しなければ

ならない。 

また、提案に当たっては、利用者の身体状況や生活環境等の変化の

観点から、医師、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士指定介護予防支

援事業所の担当職員（指定居宅介護支援事業者である指定介護予防支

援事業所の場合にあっては、介護支援専門員。以下⑶の④及び 10 の⑵

の②において同じ。）、介護予防サービス計画の原案に位置づけた指定

介護予防サービス等の担当者等から聴取した意見又は、退院・退所時

カンファレンス又はサービス担当者会議といった多職種による協議の

結果を踏まえた対象福祉用具の利用期間の見通しを勘案するものとす

る。 

なお、提案に当たっては、医師、理学療法士、作業療法士、言語聴覚

士からのいずれかの意見を介護支援専門員等と連携するなどの方法に

より聴取するものとするが、利用者の安全の確保や自立を支援する必

要性から遅滞なくサービス提供を行う必要があるなど、やむを得ない

事情がある場合は、この限りではない。 

③ 同条第５号は、指定特定介護予防福祉用具販売の提供に当たっての

調整、説明及び使用方法の指導について規定したものであるが、特に、

腰掛便座、自動排泄処理装置の交換可能部品等の使用に際し衛生面か

ら注意が必要な福祉用具については、衛生管理の必要性等利用に際し

ての注意事項を十分説明するものとする。なお、同号の「特定介護予防

福祉用具の使用方法、使用上の留意事項、故障時の対応等を記載した

文書」は、当該特定介護予防福祉用具の製造事業者、指定特定介護予防

10 特定介護予防福祉用具販売 

⑴ （略） 

⑵ 指定特定介護予防福祉用具販売の具体的取扱方針 

① （略） 

（新設） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 同条第４号は、指定特定介護予防福祉用具販売の提供に当たっての

調整、説明及び使用方法の指導について規定したものであるが、特に、

腰掛便座、自動排泄処理装置の交換可能部品等の使用に際し衛生面か

ら注意が必要な福祉用具については、衛生管理の必要性等利用に際し

ての注意事項を十分説明するものとする。なお、同号の「特定介護予防

福祉用具の使用方法、使用上の留意事項、故障時の対応等を記載した

文書」は、当該特定介護予防福祉用具の製造事業者、指定特定介護予防
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福祉用具販売事業者等の作成した取扱説明書をいうものである。 

④ 同条第９号は、介護予防サービス計画に指定特定介護予防福祉用具

販売が位置づけられる場合、主治の医師等からの情報伝達及びサービ

ス担当者会議の結果を踏まえ、指定介護予防支援等基準第２条第１項

に規定する担当職員（以下④において「担当職員」という。）は、当該

計画へ指定特定介護予防福祉用具販売の必要な理由の記載が必要とな

るため、福祉用具専門相談員は、これらのサービス担当者会議等を通

じて、「利用者の自立の可能性を最大限引き出す支援を行う」ことを基

本として、特定介護予防福祉用具の適切な選定のための助言及び情報

提供を行う等の必要な措置を講じなければならない。 

⑤ 対象福祉用具に係るサービスを提供した福祉用具専門相談員は利用

者等に対し、福祉用具の不具合時の連絡等使用に当たっての要請が行

えるよう連絡先を情報提供するものとする。 

⑶ 特定介護予防福祉用具販売計画の作成 

①～③ （略） 

④ 対象福祉用具に係る指定特定福祉用具販売の提供に当たっては、当

該計画の作成後、少なくとも１回、当該計画に記載した目標の達成状

況の確認を行うものとする。なお、目標の達成状況の確認方法は、訪問

に限らず、本人や関係者へのテレビ電話装置等の活用による聴取等も

含まれるものとし、テレビ電話装置等の活用に際しては、個人情報保

護委員会・厚生労働省「医療・介護関係事業者における個人情報の適切

な取扱いのためのガイダンス」、厚生労働省「医療情報システムの安全

管理に関するガイドライン」を遵守するものとする。 

⑤ （略） 

福祉用具販売事業者等の作成した取扱説明書をいうものである。 

③ 同条第５号は、介護予防サービス計画に指定特定介護予防福祉用具

販売が位置づけられる場合、主治の医師等からの情報伝達及びサービ

ス担当者会議の結果を踏まえ、指定介護予防支援等基準第２条に規定

する担当職員（以下③において「担当職員」という。）は、当該計画へ

指定特定介護予防福祉用具販売の必要な理由の記載が必要となるた

め、福祉用具専門相談員は、これらのサービス担当者会議等を通じて、

「利用者の自立の可能性を最大限引き出す支援を行う」ことを基本と

して、特定介護予防福祉用具の適切な選定のための助言及び情報提供

を行う等の必要な措置を講じなければならない。 

（新設） 

 

 

⑶ 特定介護予防福祉用具販売計画の作成 

①～③ （略） 

（新設） 

 

 

 

 

 

 

 

④ （略） 

第５ 雑則 第５ 雑則 

１・２ （略） １・２ （略） 

３ 令和６年４月から５月までの取扱い 

指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する基準等の一部

を改正する省令（令和６年厚生労働省令第 16 号）において、訪問看護、訪

問リハビリテーション、居宅療養管理指導、通所リハビリテーション、介護

予防訪問看護、介護予防訪問リハビリテーション、介護予防居宅療養管理

指導及び介護予防通所リハビリテーション（以下「訪問看護等」という。）

に係る改正は令和６年６月施行となっているところ、令和６年４月から５

月までの間の訪問看護等については、「「指定居宅サービスに要する費用の

 （新設） 
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㉓ （略） ㉒ （略） 

㉔ 福祉用具貸与及び特定福祉用具販売の居宅サービス計画への反映

（第 22 号・第 23 号） 

  福祉用具貸与及び特定福祉用具販売については、その特性と利用者

の心身の状況等を踏まえて、その必要性を十分に検討せずに選定した

場合、利用者の自立支援は大きく阻害されるおそれがあることから、

検討の過程を別途記録する必要がある。 

  このため、介護支援専門員は、居宅サービス計画に福祉用具貸与及

び特定福祉用具販売を位置付ける場合には、サービス担当者会議を開

催し、当該計画に福祉用具貸与及び特定福祉用具販売が必要な理由を

記載しなければならない。 

  さらに、対象福祉用具（指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び

運営に関する基準（平成 11 年厚生省令第 37 号）第 199 条第２号に定

める対象福祉用具をいう。以下同じ。）を居宅サービス計画に位置づけ

る場合には、福祉用具の適時適切な利用及び利用者の安全を確保する

観点から、基準第 13 条第５号の規定に基づき、福祉用具貸与又は特定

福祉用具販売のいずれかを利用者が選択できることや、それぞれのメ

リット及びデメリット等、利用者の選択に資するよう、必要な情報を

提供しなければならない。なお、対象福祉用具の提案を行う際、利用者

の心身の状況の確認に当たっては、利用者へのアセスメントの結果に

加え、医師やリハビリテーション専門職等からの意見聴取、退院・退所

前カンファレンス又はサービス担当者会議等の結果を踏まえることと

し、医師の所見を取得する具体的な方法は、主治医意見書による方法

のほか、診療情報提供書又は医師から所見を聴取する方法が考えられ

る。 

  なお、福祉用具貸与については、居宅サービス計画作成後必要に応

じて随時サービス担当者会議を開催して、利用者が継続して福祉用具

貸与を受ける必要性について専門的意見を聴取するとともに検証し、

継続して福祉用具貸与を受ける必要がある場合には、その理由を再び

居宅サービス計画に記載しなければならない。なお、対象福祉用具の

場合については、福祉用具専門相談員によるモニタリングの結果も踏

まえること。 

  また、福祉用具貸与については以下の項目について留意することと

する。 

㉓ 福祉用具貸与及び特定福祉用具販売の居宅サービス計画への反映

（第 22 号・第 23 号） 

  福祉用具貸与及び特定福祉用具販売については、その特性と利用者

の心身の状況等を踏まえて、その必要性を十分に検討せずに選定した

場合、利用者の自立支援は大きく阻害されるおそれがあることから、

検討の過程を別途記録する必要がある。 

  このため、介護支援専門員は、居宅サービス計画に福祉用具貸与及

び特定福祉用具販売を位置付ける場合には、サービス担当者会議を開

催し、当該計画に福祉用具貸与及び特定福祉用具販売が必要な理由を

記載しなければならない。 

  なお、福祉用具貸与については、居宅サービス計画作成後必要に応

じて随時サービス担当者会議を開催して、利用者が継続して福祉用具

貸与を受ける必要性について専門的意見を聴取するとともに検証し、

継続して福祉用具貸与を受ける必要がある場合には、その理由を再び

居宅サービス計画に記載しなければならない。 

  また、福祉用具貸与については以下の項目について留意することと

する。 
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ア・イ （略） 

ウ 介護支援専門員は、当該軽度者が「指定居宅サービスに要する費

用の額の算定に関する基準（訪問通所サービス、居宅療養管理指導

及び福祉用具貸与に係る部分）及び指定居宅介護支援に要する費用

の額の算定に関する基準の制定に伴う実施上の留意事項について」

（平成 12 年老企第 36 号）の第２の９⑷①ウの判断方法による場合

については、福祉用具の必要性を判断するため、利用者の状態像が、

同ⅰ）からⅲ）までのいずれかに該当する旨について、主治医意見

書による方法のほか、医師の診断書又は医師から所見を聴取する方

法により、当該医師の所見及び医師の名前を居宅サービス計画に記

載しなければならない。この場合において、介護支援専門員は、指

定福祉用具貸与事業者より、当該軽度者に係る医師の所見及び医師

の名前について確認があったときには、利用者の同意を得て、適切

にその内容について情報提供しなければならない。 

ア・イ （略） 

ウ 介護支援専門員は、当該軽度者が「指定居宅サービスに要する費

用の額の算定に関する基準（訪問通所サービス、居宅療養管理指導

及び福祉用具貸与に係る部分）及び指定居宅介護支援に要する費用

の額の算定に関する基準の制定に伴う実施上の留意事項について」

（平成 12 年老企第 36 号）の第２の９⑵①ウの判断方法による場合

については、福祉用具の必要性を判断するため、利用者の状態像が、

同ⅰ）からⅲ）までのいずれかに該当する旨について、主治医意見

書による方法のほか、医師の診断書又は医師から所見を聴取する方

法により、当該医師の所見及び医師の名前を居宅サービス計画に記

載しなければならない。この場合において、介護支援専門員は、指

定福祉用具貸与事業者より、当該軽度者に係る医師の所見及び医師

の名前について確認があったときには、利用者の同意を得て、適切

にその内容について情報提供しなければならない。 

㉕・㉖ （略） ㉔・㉕ （略） 

㉗ 指定介護予防支援業務の受託に関する留意点（第 26 号） 

  指定居宅介護支援事業者は、地域包括支援センターの設置者である

指定介護予防支援事業者から指定介護予防支援業務を受託するにあた

っては、その業務量等を勘案し、指定介護予防支援業務を受託するこ

とによって、当該指定居宅介護支援事業者が本来行うべき指定居宅介

護支援業務の適正な実施に影響を及ぼすことのないよう配慮しなけれ

ばならない。 

㉖ 指定介護予防支援業務の受託に関する留意点（第 26 号） 

指定居宅介護支援事業者は、指定介護予防支援業務を受託するにあ

たっては、その業務量等を勘案し、指定介護予防支援業務を受託する

ことによって、当該指定居宅介護支援事業者が本来行うべき指定居宅

介護支援業務の適正な実施に影響を及ぼすことのないよう配慮しなけ

ればならない。 

㉘ （略） ㉗ （略） 

⑼～⑾ （略） ⑼～⑾ （略） 

⑿ 管理者の責務 

指定居宅介護支援事業所の管理者は、介護保険法の基本理念を踏まえ

た利用者本位の指定居宅介護支援の提供を行うため、当該指定居宅介護

支援事業所の介護支援専門員等の管理、利用申込みに係る調整、業務の

実施状況の把握等を一元的に行うとともに、職員に指定基準の規定を遵

守させるために必要な指揮命令を行う必要がある。また、管理者は、日頃

から業務が適正に執行されているか把握するとともに、従業者の資質向

上や健康管理等、ワーク・ライフ・バランスの取れた働きやすい職場環境

を醸成していくことが重要である。 

（新設） 

⒀・⒁ （略） ⑿・⒀ （略） 
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所リハビリテーション、介護予防居宅療養管理指導及び介護予防短期

入所療養介護については、主治の医師又は歯科医師（以下「主治の医

師等」という。）がその必要性を認めたものに限られるものであること

から、担当職員は、これらの医療サービスを介護予防サービス計画に

位置付ける場合にあっては主治の医師等の指示があることを確認しな

ければならない。 

このため、利用者がこれらの医療サービスを希望している場合その

他必要な場合には、担当職員は、あらかじめ、利用者の同意を得て主

治の医師等の意見を求めるとともに、主治の医師等とのより円滑な連

携に資するよう、当該意見を踏まえて作成した介護予防サービス計画

については、意見を求めた主治の医師等に交付しなければならない。

なお、交付の方法については、対面のほか、郵送やメール等によるこ

とも差し支えない。また、ここで意見を求める「主治の医師等」につい

ては、要支援認定の申請のために主治医意見書を記載した医師に限定

されないことに留意すること。特に、訪問リハビリテーション及び通

所リハビリテーションについては、医療機関からの退院患者において，

退院後のリハビリテーションの早期開始を推進する観点から、入院中

の医療機関の医師による意見を踏まえて、速やかに医療サービスを含

む居宅サービス計画を作成することが望ましい。 

なお、医療サービス以外の指定介護予防サービス、指定地域密着型

介護予防サービス等を介護予防サービス計画に位置付ける場合にあっ

て、当該指定介護予防サービス等に係る主治の医師等の医学的観点か

らの留意事項が示されているときは、担当職員は、当該留意点を尊重

して介護予防支援を行うものとする。 

所リハビリテーション、介護予防居宅療養管理指導及び介護予防短期

入所療養介護については、主治の医師又は歯科医師（以下「主治の医

師等」という。）がその必要性を認めたものに限られるものであること

から、担当職員は、これらの医療サービスを介護予防サービス計画に

位置付ける場合にあっては主治の医師等の指示があることを確認しな

ければならない。 

このため、利用者がこれらの医療サービスを希望している場合その

他必要な場合には、担当職員は、あらかじめ、利用者の同意を得て主

治の医師等の意見を求めるとともに、主治の医師等とのより円滑な連

携に資するよう、当該意見を踏まえて作成した介護予防サービス計画

については、意見を求めた主治の医師等に交付しなければならない。

なお、交付の方法については、対面のほか、郵送やメール等によるこ

とも差し支えない。また、ここで意見を求める「主治の医師等」につい

ては、要支援認定の申請のために主治医意見書を記載した医師に限定

されないことに留意すること。 

 

 

 

 

なお、医療サービス以外の指定介護予防サービス、指定地域密着型

介護予防サービス等を介護予防サービス計画に位置付ける場合にあっ

て、当該指定介護予防サービス等に係る主治の医師等の医学的観点か

らの留意事項が示されているときは、担当職員は、当該留意点を尊重

して介護予防支援を行うものとする。 

㉓ （略） ㉒ （略） 

㉔ 介護予防福祉用具貸与及び特定介護予防福祉用具販売の介護予防サ

ービス計画への反映（第 24 号・第 25 号） 

介護予防福祉用具貸与及び特定介護予防福祉用具販売については、

その特性と利用者の心身の状況等を踏まえて、その必要性を十分に検

討せずに選定した場合、利用者の自立支援は大きく阻害されるおそれ

があることから、検討の過程を別途記録する必要がある。 

このため、担当職員は、介護予防サービス計画に介護予防福祉用具

貸与及び特定介護予防福祉用具販売を位置付ける場合には、サービス

担当者会議を開催し、当該計画に介護予防福祉用具貸与及び特定介護

㉓ 介護予防福祉用具貸与及び特定介護予防福祉用具販売の介護予防サ

ービス計画への反映（第 24 号・第 25 号） 

介護予防福祉用具貸与及び特定介護予防福祉用具販売については、

その特性と利用者の心身の状況等を踏まえて、その必要性を十分に検

討せずに選定した場合、利用者の自立支援は大きく阻害されるおそれ

があることから、検討の過程を別途記録する必要がある。 

このため、担当職員は、介護予防サービス計画に介護予防福祉用具

貸与及び特定介護予防福祉用具販売を位置付ける場合には、サービス

担当者会議を開催し、当該計画に介護予防福祉用具貸与及び特定介護
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予防福祉用具販売が必要な理由を記載しなければならない。 

さらに、対象福祉用具（指定介護予防サービス等の事業の人員、設

備及び運営並びに指定介護予防サービス等に係る介護予防のための効

果的な支援の方法に関する基準（平成 18 年厚生労働省令第 35 号）第

278 条第４号に定める対象福祉用具をいう。以下同じ。）を介護予防サ

ービス計画に位置づける場合には、福祉用具の適時適切な利用及び利

用者の安全を確保する観点から、基準第 30 条第５号の規定に基づき、

介護予防福祉用具貸与又は介護予防特定福祉用具販売のいずれかを利

用者が選択できることや、それぞれのメリット及びデメリット等、利

用者の選択に資するよう、必要な情報を提供しなければならない。な

お、対象福祉用具の提案を行う際、利用者の心身の状況の確認に当た

っては、利用者へのアセスメントの結果に加え、医師やリハビリテー

ション専門職等からの意見聴取、退院・退所前カンファレンス又はサ

ービス担当者会議等の結果を踏まえることとし、医師の所見を取得す

る具体的な方法は、主治医意見書による方法のほか、医師の診断書又

は医師から所見を聴取する方法が考えられる。 

なお、介護予防福祉用具貸与については、介護予防サービス計画作

成後必要に応じて随時サービス担当者会議を開催して、利用者が継続

して介護予防福祉用具貸与を受ける必要性について専門的意見を聴取

するとともに検証し、継続して介護予防福祉用具貸与を受ける必要が

ある場合には、その理由を再び介護予防サービス計画に記載しなけれ

ばならない。なお、対象福祉用具の場合については、福祉用具専門相

談員によるモニタリングの結果も踏まえること。 

また、介護予防福祉用具貸与については以下の項目について留意す

ることとする。 

ア～ウ （略） 

予防福祉用具販売が必要な理由を記載しなければならない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、介護予防福祉用具貸与については、介護予防サービス計画作

成後必要に応じて随時サービス担当者会議を開催して、利用者が継続

して介護予防福祉用具貸与を受ける必要性について専門的意見を聴取

するとともに検証し、継続して介護予防福祉用具貸与を受ける必要が

ある場合には、その理由を再び介護予防サービス計画に記載しなけれ

ばならない。 

また、介護予防福祉用具貸与については以下の項目について留意す

ることとする。 

ア～ウ （略） 

㉕ （略） ㉔ （略） 

㉖ 地域ケア会議への協力（第 28 号） 

地域包括ケアシステムの構築を推進するため、地域ケア会議が介護

保険法上に位置付けられ、関係者等は会議から資料又は情報の提供の

求めがあった場合には、これに協力するよう努めることについて規定

しているところである。地域ケア会議は、個別ケースの支援内容の検

討を通じて、法の理念に基づいた高齢者の自立支援に資するケアマネ

ジメントの支援、高齢者の実態把握や課題解決のための地域包括支援

㉕ 地域ケア会議への協力（第 28 号） 

地域包括ケアシステムの構築を推進するため、地域ケア会議が介護

保険法上に位置付けられ、関係者等は会議から資料又は情報の提供の

求めがあった場合には、これに協力するよう努めることについて規定

しているところである。地域ケア会議は、個別ケースの支援内容の検

討を通じて、法の理念に基づいた高齢者の自立支援に資するケアマネ

ジメントの支援、高齢者の実態把握や課題解決のための地域包括支援
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○ 介護保険の給付対象となる福祉用具及び住宅改修の取扱いについて（平成12年１月31日老企第34号）（抄）  

1 

新 旧 

（別添） 

第一 福祉用具 

１ （略） 

２ 厚生労働大臣が定める特定福祉用具販売に係る特定福祉用具の種目及び

厚生労働大臣が定める特定介護予防福祉用具販売に係る特定介護予防福祉

用具の種目 

⑴～⑹ （略） 

⑺ スロープ 

貸与告示第八項に掲げる「スロープ」のうち、主に敷居等の小さい段差

の解消に使用し、頻繁な持ち運びを要しないものをいい、便宜上設置や撤

去、持ち運びができる可搬型のものは除く。 

⑻ 歩行器 

貸与告示第九項に掲げる「歩行器」のうち、脚部が全て杖先ゴム等の形

状となる固定式又は交互式歩行器をいい、車輪・キャスターが付いている

歩行車は除く。 

⑼ 歩行補助つえ 

カナディアン・クラッチ、ロフストランド・クラッチ、プラットホーム

クラッチ及び多点杖に限る。 

３ （略） 

第二 （略） 

（別添） 

第一 福祉用具 

１ （略） 

２ 厚生労働大臣が定める特定福祉用具販売に係る特定福祉用具の種目及び

厚生労働大臣が定める特定介護予防福祉用具販売に係る特定介護予防福祉

用具の種目 

⑴～⑹ （略） 

（新設） 

 

 

 

（新設） 

 

 

 

（新設） 

 

 

３ （略） 

第二 （略） 

 


